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連結業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

本日付「2021 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」で公表した 2021 年３月期(2020 年４月

１日～2021 年３月 31 日)の連結業績につきまして、前期実績値(2020 年３月期(2019 年４月１日

～2020 年３月 31 日))との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、当社は当該期間に係る業績予想を公表していないため、増減につきましては実績値との

比較になっております。 

 

記 

 

１. 2021 年３月期通期連結業績の前期実績との差異 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 
当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

前期実績値 (Ａ) 

(2020 年３月期) 
13,422 90 141 121 5 円 22 銭

当期実績値 (Ｂ) 

(2021 年３月期) 
11,458 △627 △491 △682 △29 円 29 銭

増減額 (Ｂ－Ａ) △1,964 △718 △633 △804 

増減率 (％) △14.6 ― ― ― 

 

２. 差異の理由 

売上高は、新型コロナウイルス感染拡大による受注活動の低迷に伴い、当該影響を大きく  

受けた機能性セラミック商品事業および陶磁器事業の減収により、前期実績を下回る結果と

なりました。 

営業利益は、固定費の削減を図ったものの、大幅な減収を補うには至らず、前期実績値を  

下回り、赤字となりました。 

経常利益は、助成金収入などの計上が利益上昇要因となったものの、上記の利益減少要因が

影響し、前期実績値を下回り、赤字となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、上記の利益減少要因のほか、陶磁器事業における減損

損失の計上により、前期実績値を下回り、赤字となりました。 

 

以 上 


